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年
間
40
万
人
が
日
本
を
訪
問

今
後
の
伸
び
し
ろ
に
も
期
待

　

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
発
表

に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年
の
訪
日
外
国
人
数

は
、
推
計
値
で
前
年
比
８
・
７
％
増
の
約

３
１
１
９
万
人
で
し
た
。
相
次
ぐ
自
然
災
害
の

影
響
で
年
の
後
半
は
伸
び
悩
み
ま
し
た
が
、
格

安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
増
便
な
ど
を
背
景

に
６
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

２
０
２
０
年
に
は
４
０
０
０
万
人
を
目
指
す
と

い
う
政
府
目
標
の
達
成
も
視
野
に
入
っ
て
き
た

よ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
の
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
出
入
国
デ
ー
タ
を
見
ま
す

と
、
２
０
１
７
年
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人

の
出
国
者
数
は
約
９
８
８
万
人
。
そ
の
う
ち
日

本
へ
の
旅
行
者
数
は
約
40
万
人
で
、
全
体
の
約

４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
調
べ
に
よ
る
日
本
へ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人

訪
問
者
数
の
推
移
を
見
ま
す
と
、
２
０
１
３
年

か
ら
２
０
１
７
年
に
か
け
て
の
伸
び
は
実
に

２
倍
以
上
に
も
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す

（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
前
述
の
４
％
と
い
う
数
値

を
逆
に
今
後
の
伸
び
し
ろ
と
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
こ
の
増
加
傾
向
は
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

で
は
、
東
北
・
宮
城
に
関
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
訪
日
旅
行

者
に
つ
い
て
、
宿
泊
の
都
道
府
県
別
シ
ェ
ア

で
見
て
み
る
と
、
東
京
都
（
約
35
％
）
、
北
海

道
（
約
20
％
）
、
大
阪
府
（
約
13
％
）
、
京
都

府
（
約
６
％
）
の
４
都
市
で
約
75
％
を
占
め
、

宮
城
県
は
３
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
と
は
い
え
、
東
北
運
輸
局
が
ま
と

め
た
２
０
１
８
年
１
月
か
ら
11
月
の
外
国
人
宿

泊
者
数
が
、
東
北
６
県
で
延
べ
約
１
１
２
万
人

と
、
２
０
０
７
年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て

１
０
０
万
人
を
超
え
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
東
北
を
訪
れ
る
外
国
人
は
全
国
水
準
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
の
訪
日
旅
行
者
は
リ
ピ
ー
ト
率
が

約
70
％
と
非
常
に
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
で
す

か
ら
今
後
は
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
、
日
本
を
２
回
以
上
訪

れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
心
を
つ
か
む
た
め
の
働
き

か
け
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
各
国
で
は
旅
行
形
態
に
差

特
徴
を
つ
か
み
広
報
戦
略
を
考
え
た
い

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
旅
行
の
個
人
手
配
が
増

え
て
い
ま
す
。
急
速
な
Ｉ
Ｔ
の
普
及
に
よ
り
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
の
手
配
が
全
体
の

シンガポール紀行
第3回（最終回）

「日本へのインバウンド拡大の可能性」

海外職員派遣リポート

９
割
を
占
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
を
収
集
す

る
海
外
個
人
旅
行
者
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
へ
は
、
ブ
ロ

ガ
ー
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
（
消
費
者
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
人
）
を
活
用
し
た
広
報
宣

伝
が
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
訪

日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
旅
行
時
期
は
ス
ク
ー
ル

ホ
リ
デ
ー
期
間
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
特
に
11

月
中
旬
か
ら
12
月
末
と
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月

中
旬
に
か
け
て
の
期
間
が
人
気
で
、
あ
わ
せ
る

と
訪
日
旅
行
者
全
体
の
約
55
％
が
こ
の
時
期
を

選
ぶ
の
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
旅
行
形
態
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が

ら
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
ほ
か
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
へ
も
同
じ
戦
略

で
い
い
か
と
い
う
と
そ
う
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
同
様
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
個
人
で
旅
行
を

手
配
す
る
傾
向
が
強
い
一
方
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
等
で
は
ま
だ
ま
だ
旅
行
会

社
経
由
の
団
体
旅
行
の
需
要
も
多
い
の
だ
そ
う

で
す
。
で
す
か
ら
、
エ
リ
ア
と
国
民
性
に
よ
っ

て
誘
客
に
向
け
た
広
報
戦
略
は
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
３
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介
し
て
き
た
通
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア

各
国
と
の
商
取
引
に
向
け
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
東
北
は
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と
同
時
に
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
両
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を
さ
ら

に
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
互
い
の
こ
と

を
よ
り
理
解
し
合
い
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
関
係
性
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

日本へのシンガポール人訪問者数の推移

出典：日本政府観光局（ＪＮＴＯ）
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